
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：深澤 淳志

事業名 道央圏連絡道路（一般国道３３７号） 事業 一般国道 事業 国土交通省
どうおう

新千歳空港関連 区分 主体 北海道開発局
しんちとせくうこう

起終点 自：北海道千歳市平和 延長
ほっかいどうち と せ へ い わ

至：北海道千歳市泉 郷 中 央 ９．２ km
ほっかいどうち と せ いずみさとちゅうおう

事業概要
道央圏連絡道路は、千歳市から札幌市を経由し小樽市に至る延長約８０kmの地域高規格道路であ

る。このうち新千歳空港関連は、千歳市から北海道横断自動車道千歳東ＩＣに至る延長９．２kmの
区間で、新千歳空港へのアクセス、物流効率化に寄与する路線である。
Ｈ元年度事業化 Ｈ７年度都市計画決定 Ｈ２年度用地着手 Ｈ２年度工事着手

全体事業費 約６８３億円 事業進捗率 ７３％ 供用済延長 １．６km
（暫定２車線） （約５７７億円） （暫定２車線） （８６％） （暫定２車線） （０．９km）

計画交通量 １７,０００～２７，３００台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) １．８ １７６/８０１億円 1,168/1,466億円

事 業 費：158/776億円 走行時間短縮便益：898/1,112億円 平成２０年
(残事業) ６．６ 維持管理費： 18/ 25億円 走行経費減少便益：183/ 246億円

交通事故減少便益： 87/ 109億円
感度分析の結果

残事業について感度分析を実施
交通量変動 ：B/C=7.3（交通量+10%） B/C=6.0（交通量-10%）
事業費変動 ：B/C=6.1（事業費+10%） B/C=7.3（事業費-10%）
事業期間変動：B/C=6.5（事業期間+1年）B/C=6.8（事業期間-1年）

事業の効果等
・国土・地域ネットワークの構築（地域高規格道路の位置づけあり）
・円滑なモビリティの確保（現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率）
・物流効率化支援（空港法による空港もしくは供用飛行場へのアクセス向上が見込まれる）

他７項目に該当
関係する地方公共団体等の意見

小樽港、石狩湾新港、新千歳空港、苫小牧港を抱える地域で、これらを短時間でかつ安全に連絡
する道央圏連絡道路は、地域の発展に寄与するとして、５市３町の首長で構成される道央圏連絡道
路整備促進期成会等より早期整備の要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・平成１１年度には北海道横断自動車道の千歳恵庭ジャンクション～夕張ＩＣ間が供用。
・平成１６年度には美原バイパスが全線供用。
・当該道路周辺の空港や港湾では、乗降客数及び取扱貨物量が増加している。
事業の進捗状況、残事業の内容等

平成２０年度末までにＬ＝２．５kmが供用しており、現在の事業進捗率は７３％となっている。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

引き続き事業を順調に進んだ場合、平成２０年代前半の暫定２車線供用を予定している。
施設の構造や工法の変更等

鋼コンクリート合成サンドイッチ床版の使用により、コスト縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。




